
(57)【要約】

【課題】乗り心地性、緩衝性、経済性に優れたフロント

フォークを提供するに際し、特に作動性と組付性を向上

すること。

【解決手段】フロントフォーク１０において、中空パイ

プ２２の上部に環状のベアリング部材５０を該ベアリン

グ部材の自軸Ｌまわりに回転自在に設け、ベアリング部

材５０には、懸架スプリング２６の下端部を支持する大

径部５１と、中空パイプ２２に挿入されて該中空パイプ

の内周との間で径方向の移動を規制する小径部５２を形

成し、ベアリング部材５０の小径部５２の外周が中空パ

イプ２２の内周に対してなす隙間Ｂを、ベアリング部材

５０の大径部５１の外周がインナチューブ１２の内周に

対してなす隙間Ａより小さくし、ベアリング部材５０の

自軸Ｌを含む断面の最大対角長Ｃを、インナチューブ１

２の内径Ｄより大きくしたもの。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 軸 側 の ア ウ タ チ ュ ー ブ 内 に 車 体 側 の イ ン ナ チ ュ ー ブ を 摺 動 自 在 に 嵌 合 し 、
ア ウ タ チ ュ ー ブ の 底 部 に 中 空 パ イ プ を 立 設 し 、 中 空 パ イ プ に 設 け た ピ ス ト ン 部 を イ ン ナ チ
ュ ー ブ の 内 周 に 摺 接 さ せ 、
中 空 パ イ プ と イ ン ナ チ ュ ー ブ と の 間 に 懸 架 ス プ リ ン グ を 介 装 し た フ ロ ン ト フ ォ ー ク に お い
て 、
中 空 パ イ プ の 上 部 に 環 状 の ベ ア リ ン グ 部 材 を 該 ベ ア リ ン グ 部 材 の 自 軸 ま わ り に 回 転 自 在 に
設 け 、
ベ ア リ ン グ 部 材 に は 、 懸 架 ス プ リ ン グ の 下 端 部 を 支 持 す る 大 径 部 と 、 中 空 パ イ プ に 挿 入 さ
れ て 該 中 空 パ イ プ の 内 周 と の 間 で 径 方 向 の 移 動 を 規 制 す る 小 径 部 を 形 成 し 、
ベ ア リ ン グ 部 材 の 小 径 部 の 外 周 が 中 空 パ イ プ の 内 周 に 対 し て な す 隙 間 を 、 ベ ア リ ン グ 部 材
の 大 径 部 の 外 周 が イ ン ナ チ ュ ー ブ の 内 周 に 対 し て な す 隙 間 よ り 小 さ く し 、
ベ ア リ ン グ 部 材 の 自 軸 を 含 む 断 面 の 最 大 対 角 長 を 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 内 径 よ り 大 き く し た
こ と を 特 徴 と す る フ ロ ン ト フ ォ ー ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 自 動 二 輪 車 、 三 輪 車 、 自 転 車 等 の フ ロ ン ト フ ォ ー ク に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
特 許 文 献 １ に 記 載 の 如 く 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク と し て 、 車 軸 側 の ア ウ タ チ ュ ー ブ 内 に 車 体 側
の イ ン ナ チ ュ ー ブ を 摺 動 自 在 に 嵌 合 し 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ の 底 部 に 中 空 パ イ プ を 立 設 し 、 中
空 パ イ プ に 設 け た ピ ス ト ン 部 を イ ン ナ チ ュ ー ブ の 内 周 に 摺 接 さ せ 、 中 空 パ イ プ と イ ン ナ チ
ュ ー ブ と の 間 に 懸 架 ス プ リ ン グ を 介 装 し た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 作 動 時 に は 、 懸 架 ス プ リ ン グ が 撓 み に 基 づ く ね じ り 方 向 回 転 力 を
生 じ 、 こ の 回 転 力 が 懸 架 ス プ リ ン グ と 中 空 パ イ プ 側 着 座 面 と の 間 の 摩 擦 抵 抗 を 受 け 、 フ ロ
ン ト フ ォ ー ク の 作 動 初 期 に ス プ リ ン グ が 硬 い 感 じ に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 懸 架 ス プ リ ン グ と 中 空 パ イ プ 側 着 座 面 と の 間 の 摩 擦 抵 抗 を キ ャ ン セ ル す る た め 、
特 許 文 献 ２ に 記 載 の 如 く 、 中 空 パ イ プ と 懸 架 ス プ リ ン グ の 間 に 板 状 ワ ッ シ ャ か ら な る ベ ア
リ ン グ 部 材 を 設 け る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ７ （ Ａ ） は こ の よ う な フ ロ ン ト フ ォ ー ク を 示 す 模 式 図 で あ り 、 １ は イ ン ナ チ ュ ー ブ 、 ２
は 中 空 パ イ プ 、 ２ Ａ は ピ ス ト ン 部 、 ２ Ｂ は ピ ス ト ン リ ン グ 、 ３ は 懸 架 ス プ リ ン グ 、 ４ は ベ
ア リ ン グ 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ １ － １ ０ １ ３ ７ （ 第 ３ 図 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ３ ０ ０ ７ ６ （ 図 １ ０ 、 ［ ０ ０ １ ９ ］ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
▲ １ ▼ し か し な が ら 、 図 ７ （ Ａ ） の も の で は 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 作 動 時 に 、 ベ ア リ ン グ
部 材 ４ が イ ン ナ チ ュ ー ブ １ の 内 面 に 干 渉 し 、 異 音 が 発 生 し た り 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ の 内 面
の 偏 磨 耗 に よ り ピ ス ト ン リ ン グ ２ Ｂ に か じ り を 生 じ 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 性 能 が 低 下 す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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▲ ２ ▼ ベ ア リ ン グ 部 材 ４ の 組 付 時 に 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ４ が イ ン ナ チ ュ ー ブ １ の 内 部 を 落 下
中 に 傾 転 し 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ４ が 中 空 パ イ プ ２ の 上 面 に 直 立 し て 組 付 け で き な い こ と が あ
る （ 図 ７ （ Ｂ ） ） 。 こ の 場 合 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ４ が 機 能 し な い し 、 懸 架 ス プ リ ン グ ３ の セ
ッ ト 長 が 変 化 し 、 懸 架 ス プ リ ン グ ３ の セ ッ ト 荷 重 が 変 化 し て し ま う 虞 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 乗 り 心 地 性 、 緩 衝 性 、 経 済 性 に 優 れ た フ ロ ン ト フ ォ ー ク を 提 供 す る に 際
し 、 特 に 作 動 性 と 組 付 性 を 向 上 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 車 軸 側 の ア ウ タ チ ュ ー ブ 内 に 車 体 側 の イ ン ナ チ ュ ー ブ を 摺 動 自 在 に 嵌
合 し 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ の 底 部 に 中 空 パ イ プ を 立 設 し 、 中 空 パ イ プ に 設 け た ピ ス ト ン 部 を イ
ン ナ チ ュ ー ブ の 内 周 に 摺 接 さ せ 、 中 空 パ イ プ と イ ン ナ チ ュ ー ブ と の 間 に 懸 架 ス プ リ ン グ を
介 装 し た フ ロ ン ト フ ォ ー ク に お い て 、 中 空 パ イ プ の 上 部 に 環 状 の ベ ア リ ン グ 部 材 を 該 ベ ア
リ ン グ 部 材 の 自 軸 ま わ り に 回 転 自 在 に 設 け 、 ベ ア リ ン グ 部 材 に は 、 懸 架 ス プ リ ン グ の 下 端
部 を 支 持 す る 大 径 部 と 、 中 空 パ イ プ に 挿 入 さ れ て 該 中 空 パ イ プ の 内 周 と の 間 で 径 方 向 の 移
動 を 規 制 す る 小 径 部 を 形 成 し 、 ベ ア リ ン グ 部 材 の 小 径 部 の 外 周 が 中 空 パ イ プ の 内 周 に 対 し
て な す 隙 間 を 、 ベ ア リ ン グ 部 材 の 大 径 部 の 外 周 が イ ン ナ チ ュ ー ブ の 内 周 に 対 し て な す 隙 間
よ り 小 さ く し 、 ベ ア リ ン グ 部 材 の 自 軸 を 含 む 断 面 の 最 大 対 角 長 を 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 内 径
よ り 大 き く し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ の 要 部 拡 大 図 、 図 ３ は ベ ア リ ン グ 部 材
の 組 付 状 態 を 示 す 断 面 図 、 図 ４ は 中 空 パ イ プ を 示 す 断 面 図 、 図 ５ は ベ ア リ ン グ 部 材 を 示 し
、 （ Ａ ） は 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 断 面 図 、 図 ６ は 本 発 明 の 作 動 原 理 を 示 す 模 式 図 、 図 ７ は 従 来
例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ は 、 自 動 二 輪 車 等 に 用 い ら れ 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 如 く 、 車 輪 側 の 、
一 端 が 閉 じ 、 他 端 が 開 口 す る ア ウ タ チ ュ ー ブ １ １ に 、 車 体 側 の イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ を 摺 動
自 在 に 挿 入 し て い る 。 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ １ の イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ が 挿 入 さ れ る 開 口 端 に は
、 ガ イ ド ブ ッ シ ュ １ ３ 、 シ ー ル ス ペ ー サ １ ４ 、 オ イ ル シ ー ル １ ５ 、 ス ト ッ パ リ ン グ １ ６ 、
ダ ス ト シ ー ル １ ７ が 設 け ら れ る 。 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の ア ウ タ チ ュ ー ブ １ １ に 挿 入 さ れ る
下 端 外 周 部 に は 、 ガ イ ド ブ ッ シ ュ １ ９ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ア ウ タ チ ュ ー ブ １ １ の 底 部 に は 銅 パ ッ キ ン ２ １ Ａ を 介 し て ボ ル ト ２ １ が 挿 入 さ れ 、 こ の ボ
ル ト ２ １ に よ り 締 結 さ れ る 中 空 パ イ プ ２ ２ が 立 設 し て い る 。 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 上 端 部
に は Ｏ リ ン グ ２ ３ Ａ を 介 し て キ ャ ッ プ ボ ル ト ２ ３ が 螺 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
中 空 パ イ プ ２ ２ の 上 端 部 に 後 述 す る 如 く に 設 け ら れ る ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ と 、 キ ャ ッ プ ボ
ル ト ２ ３ に 支 持 さ れ る ス プ リ ン グ ジ ョ イ ン ト ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ス プ リ ン グ カ ラ ー ２ ５ と の
間 に 、 懸 架 ス プ リ ン グ ２ ６ が 介 装 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
中 空 パ イ プ ２ ２ の 上 端 部 に は 拡 径 状 の ピ ス ト ン 部 ３ １ が 設 け ら れ （ 図 ４ ） 、 中 空 パ イ プ ２
２ の 外 側 に 油 室 ２ ７ を 設 け て い る 。 ピ ス ト ン 部 ３ １ は 、 ピ ス ト ン リ ン グ ３ １ Ａ を 外 周 に 備
え 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 内 周 に 摺 接 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 下 端 内 周 部 （ 先 端 部 ） に は ピ ス ト ン ４ １ が 設 け ら れ る 。 ピ ス ト ン ４
１ は 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 内 径 段 差 部 に 係 止 さ れ た 環 状 上 ピ ー ス ４ ２ と 、 イ ン ナ チ ュ ー
ブ １ ２ の 下 端 か し め 部 に よ り 固 定 化 さ れ た 環 状 下 ピ ー ス ４ ３ と 、 上 ピ ー ス ４ ２ と 下 ピ ー ス
４ ３ に 挟 ま れ る 筒 状 カ ラ ー ４ ４ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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ピ ス ト ン ４ １ は 、 筒 状 カ ラ ー ４ ４ の 上 テ ー パ 部 の 内 周 に チ ェ ッ ク 弁 ４ ６ を 配 置 し て い る 。
チ ェ ッ ク 弁 ４ ６ は 、 上 ピ ー ス ４ ２ に よ り 背 面 支 持 さ れ る ス プ リ ン グ ４ ７ に よ り 付 勢 さ れ 、
そ の テ ー パ 面 を 上 テ ー パ 部 の テ ー パ 面 に 着 座 せ し め ら れ る と と も に 、 そ の 内 周 と 中 空 パ イ
プ ２ ２ の 外 周 と の 間 に 環 状 隙 間 ４ ８ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ピ ス ト ン ４ １ は 、 筒 状 カ ラ ー ４ ４ の 下 内 周 部 に チ ェ ッ ク 弁 ４ ９ を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ピ ス ト ン ４ １ は 、 中 空 パ イ プ ２ ２ の 外 側 に 設 け た 油 室 ２ ７ を 上 下 に 仕 切 る 。 即 ち 、 イ ン ナ
チ ュ ー ブ １ ２ と 中 空 パ イ プ ２ ２ と ピ ス ト ン 部 ３ １ と ピ ス ト ン ４ １ に よ り 上 油 室 ２ ７ Ａ を 、
ピ ス ト ン ４ １ の 下 部 の ア ウ タ チ ュ ー ブ １ １ と 中 空 パ イ プ ２ ２ に よ り 下 油 室 ２ ７ Ｂ を 形 成 し
て い る 。 ま た 、 中 空 パ イ プ ２ ２ の 内 側 に 油 溜 室 ２ ８ を 設 け 、 中 空 パ イ プ ２ ２ の 下 端 側 で 油
室 ２ ７ と 油 溜 室 ２ ８ を 連 通 す る 複 数 の 通 孔 ３ ４ と 、 中 空 パ イ プ ２ ２ の 上 端 側 で 油 室 ２ ７ と
油 溜 室 ２ ８ を 連 通 す る オ リ フ ィ ス ３ ５ と を 中 空 パ イ プ ２ ２ に 設 け て い る 。 油 溜 室 ２ ８ に は
作 動 油 が 充 填 さ れ て お り 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 内 部 で 油 溜 室 ２ ８ の 上 部 に は 気 体 室 ２ ９
を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
尚 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ に 設 け た ピ ス ト ン ４ １ の 上 ピ ー ス ４ ２ と 、 中 空 パ イ プ ２ ２ に 設 け
た ピ ス ト ン 部 ３ １ の 間 に 、 最 大 伸 長 時 の リ バ ウ ン ド ス プ リ ン グ ３ ６ を 設 け 、 最 伸 長 ス ト ロ
ー ク を 規 制 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 ボ ル ト ２ １ に よ り 締 結 さ れ る 中 空 パ イ プ ２ ２ の 下 端 部 と ア ウ タ チ ュ ー ブ １ １ の 底 部
と の 間 に オ イ ル ロ ッ ク ピ ー ス ３ ７ を 挟 持 し 、 最 大 圧 縮 時 に ピ ス ト ン ４ １ の チ ェ ッ ク 弁 ４ ９
が オ イ ル ロ ッ ク ピ ー ス ３ ７ の 外 周 に 嵌 合 し 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ １ と オ イ ル ロ ッ ク ピ ー ス ３
７ の 間 に 区 画 さ れ る オ イ ル ロ ッ ク 油 室 の 作 動 油 を 加 圧 し て 最 圧 縮 ス ト ロ ー ク を 規 制 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 ピ ス ト ン ４ １ の 筒 状 ピ ー ス ４ ４ に 孔 ４ ４ Ａ を 設 け 、 か つ イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の ピ ス
ト ン ４ １ を 設 け た 部 分 に 孔 １ ２ Ａ を 設 け 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ １ の ガ イ ド ブ ッ シ ュ １ ３ 、 イ
ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の ガ イ ド ブ ッ シ ュ １ ９ 、 及 び そ れ ら ガ イ ド ブ ッ シ ュ １ ３ 、 １ ９ に 挟 ま れ
る チ ュ ー ブ 間 ス ペ ー ス に 油 室 ２ ７ の 作 動 油 を 供 給 し 、 ガ イ ド ブ ッ シ ュ １ ３ 、 １ ９ の 潤 滑 、
チ ュ ー ブ 間 ス ペ ー ス の 容 積 補 償 を 行 な う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
従 っ て 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ に あ っ て は 、 車 両 が 受 け る 衝 撃 を 懸 架 ス プ リ ン グ ２ ６ と 気
体 室 ２ ９ の 空 気 ば ね に よ っ て 吸 収 し て 緩 和 し 、 こ の 衝 撃 の 吸 収 に 伴 な う 懸 架 ス プ リ ン グ ２
６ の 振 動 を 以 下 の 減 衰 作 用 に よ り 制 振 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 圧 縮 行 程 ）
フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ の 圧 縮 行 程 で は 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ が 下 降 し て 下 油 室 ２ ７ Ｂ の 圧
力 が 上 昇 し 、 ピ ス ト ン ４ １ の チ ェ ッ ク 弁 ４ ６ が 上 向 き 移 動 し て 開 く こ と に よ り 下 油 室 ２ ７
Ｂ の 油 が 上 油 室 ２ ７ Ａ の 側 に 置 換 す る と と も に 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 断 面 積 × ス ト ロ ー
ク 分 の 油 が 下 油 室 ２ ７ Ｂ か ら 通 孔 ３ ４ を 通 っ て 油 溜 室 ２ ８ へ 移 動 す る 。 こ の と き 、 通 孔 ３
４ で 生 ず る 通 路 抵 抗 に 起 因 す る 減 衰 力 を 生 ず る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 伸 長 行 程 ）
フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ の 伸 長 行 程 で は 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ が 上 昇 し て 上 油 室 ２ ７ Ａ の 圧
力 が 上 昇 し 、 上 油 室 ２ ７ Ａ の 油 が ピ ス ト ン ４ １ の 上 テ ー パ 部 に 着 座 せ し め ら れ る チ ェ ッ ク
弁 ４ ６ の 環 状 隙 間 ４ ８ か ら 下 油 室 ２ ７ Ｂ に 移 動 す る 際 に 環 状 隙 間 ４ ８ で 生 ず る 通 路 抵 抗 、
及 び 上 油 室 ２ ７ Ａ の 油 が 中 空 パ イ プ ２ ２ の オ リ フ ィ ス ３ ５ か ら 出 て 油 溜 室 ２ ８ 、 中 空 パ イ
プ ２ ２ の 通 孔 ３ ４ 経 由 で 下 油 室 ２ ７ Ｂ に 移 動 す る 際 に オ リ フ ィ ス ３ ５ で 生 ず る 通 路 抵 抗 に
起 因 す る 減 衰 力 を 生 ず る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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ま た 、 こ の 伸 長 行 程 で は 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 断 面 積 × ス ト ロ ー ク 分 の 油 が 油 溜 室 ２ ８
か ら 下 油 室 ２ ７ Ｂ に 補 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
し か る に 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ に あ っ て は 、 中 空 パ イ プ ２ ２ の 上 端 部 に 設 け た ピ ス ト ン
部 ３ １ の 上 部 に 環 状 の ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ を 、 該 ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ の 自 軸 Ｌ ま わ り に 回
転 自 在 に 設 け 、 懸 架 ス プ リ ン グ ２ ６ を ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ に 着 座 さ せ て 支 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ は 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 筒 状 を な し 、 懸 架 ス プ リ ン グ ２ ６ の 下 端 部 を 支
持 す る 大 径 部 ５ １ と 、 中 空 パ イ プ ２ ２ に 挿 入 さ れ て 中 空 パ イ プ ２ ２ の 内 周 と の 間 で 径 方 向
の 移 動 を 規 制 す る 小 径 部 ５ ２ を 備 え る 。 大 径 部 ５ １ と 小 径 部 ５ ２ は 同 一 内 径 を な し 、 大 径
部 ５ １ の 外 径 を 小 径 部 ５ ２ の 外 径 よ り 大 き く し 、 大 径 部 ５ １ の 外 周 と 小 径 部 ５ ２ の 外 周 の
段 差 部 を 中 空 パ イ プ ２ ２ の ピ ス ト ン 部 ３ １ の 上 端 面 に 載 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ は 、 小 径 部 ５ ２ の 外 周 が 中 空 パ イ プ ２ ２ の 内 周 に 対 し て な す 隙 間 Ｂ を
、 大 径 部 ５ １ の 外 周 が イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 内 周 に 対 し て な す 隙 間 Ａ よ り 小 さ く し 、 ベ ア
リ ン グ 部 材 ５ ０ が 中 空 パ イ プ ２ ２ に 対 し て 移 動 し て も 、 大 径 部 ５ １ が イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２
の 内 面 に 干 渉 し な い 。 尚 、 Ａ は 大 径 部 ５ １ の 両 側 の 隙 間 Ａ １ 、 Ａ ２ の 総 計 値 、 Ｂ は 小 径 部
５ ２ の 両 側 の 隙 間 Ｂ １ 、 Ｂ ２ の 総 計 値 で あ る （ 図 ６ （ Ａ ） ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ は 、 自 軸 Ｌ を 含 む 縦 断 面 の 最 大 対 角 長 Ｃ を 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 内
径 Ｄ よ り 大 き く し 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ が 組 付 時 に イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 内 部 を 落 下 中 に
傾 転 し な い 。 尚 、 対 角 長 と は 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ の 上 述 の 断 面 の 輪 郭 が 形 成 す る 多 角 形
に お い て 、 隣 り 合 っ て い な い ２ つ の 頂 点 を 結 ぶ 距 離 を い う 。 そ し て 、 Ｃ は ベ ア リ ン グ 部 材
５ ０ の 自 軸 Ｌ に 対 す る 一 側 に お け る 大 径 部 ５ １ の 上 端 角 と 他 側 に お け る 大 径 部 ５ １ の 下 端
角 と の 距 離 に よ り 規 定 さ れ る 場 合 （ 図 ６ （ Ｂ ） ） 、 又 は 一 側 に お け る 大 径 部 ５ １ の 上 端 角
と 他 側 に お け る 小 径 部 ５ ２ の 下 端 角 と の 距 離 に よ り 規 定 さ れ る 場 合 （ 図 ６ （ Ｃ ） ） と が あ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 以 下 の 作 用 効 果 が あ る 。
▲ １ ▼ ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ が 中 空 パ イ プ ２ ２ の ピ ス ト ン 部 ３ １ に 対 し て 回 転 す る か ら 、 懸
架 ス プ リ ン グ ２ ６ の 撓 み に 基 づ く ね じ り 方 向 回 転 力 起 因 の 摩 擦 抵 抗 が 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ５
０ と ピ ス ト ン 部 ３ １ と の 間 の 回 転 に よ り キ ャ ン セ ル さ れ 、 懸 架 ス プ リ ン グ ２ ６ が 撓 ん で も
、 ピ ス ト ン 部 ３ １ の 上 面 と の 間 に 摩 擦 が 発 生 し な い 。 従 っ て 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ の 作
動 時 （ 懸 架 ス プ リ ン グ ２ ６ の 撓 み 時 ） 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ に よ る 常 時 安 定 し た ス ラ ス ト
ベ ア リ ン グ 効 果 を 得 る こ と が で き 、 良 好 な ス ト ロ ー ク 初 期 の 作 動 性 維 持 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
尚 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ を ア ル ミ ニ ウ ム 焼 入 材 に て 構 成 し 、 軽 量 化 す る こ と に よ り 、 ベ ア
リ ン グ 部 材 ５ ０ の 慣 性 質 量 を 小 さ く し 、 上 述 ▲ １ ▼ の 回 転 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
▲ ２ ▼ ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ の 小 径 部 ５ ２ の 外 周 が 中 空 パ イ プ ２ ２ の 内 周 に 対 し て な す 隙 間
Ｂ を 、 大 径 部 ５ １ の 外 周 が イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 内 周 に 対 し て な す 隙 間 Ａ よ り 小 さ く し た
か ら 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ が 小 径 部 ５ ２ に よ り 径 方 向 の 移 動 を 規 制 さ れ 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ
１ ２ の 内 周 に 干 渉 す る こ と が な く 、 異 音 の 発 生 が な い 。 ま た 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ２ の 内 面
に ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ の 接 触 に 起 因 す る 偏 磨 耗 の 発 生 が な く 、 中 空 パ イ プ ２ ２ の ピ ス ト ン
部 ３ １ の 外 周 に 嵌 装 し た ピ ス ト ン リ ン グ ３ １ Ａ に か じ り を 生 ず る こ と が な く 、 減 衰 性 能 の
低 下 が な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
▲ ３ ▼ ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ の 自 軸 Ｌ を 含 む 断 面 の 最 大 対 角 長 Ｃ を 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 内 径
Ｄ よ り 大 き く し た か ら 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ の 組 付 時 に 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ が イ ン ナ チ
ュ ー ブ １ ２ の 内 部 を 落 下 中 に 傾 転 す る こ と が な く 、 ベ ア リ ン グ 部 材 ５ ０ が 中 空 パ イ プ ２ ２
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の ピ ス ト ン 部 ３ １ の 上 面 に 直 立 し た り 、 裏 返 し 状 に 組 付 く こ と が な い 。 ベ ア リ ン グ 部 材 ５
０ は 前 述 ▲ １ ▼ の 機 能 を 全 う し 、 懸 架 ス プ リ ン グ ２ ６ の セ ッ ト 長 、 セ ッ ト 荷 重 を 変 化 さ せ
る こ と も な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に よ り 詳 述 し た が 、 本 発 明 の 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施 の
形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も
本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 乗 り 心 地 性 、 緩 衝 性 、 経 済 性 に 優 れ た フ ロ ン ト フ ォ ー ク を 提 供 す る に 際
し 、 特 に 作 動 性 と 組 付 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は ベ ア リ ン グ 部 材 の 組 付 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 中 空 パ イ プ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は ベ ア リ ン グ 部 材 を 示 し 、 （ Ａ ） は 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 本 発 明 の 作 動 原 理 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 従 来 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 フ ロ ン ト フ ォ ー ク
１ １ 　 ア ウ タ チ ュ ー ブ
１ ２ 　 イ ン ナ チ ュ ー ブ
２ ２ 　 中 空 パ イ プ
２ ６ 　 懸 架 ス プ リ ン グ
３ １ 　 ピ ス ト ン 部
５ ０ 　 ベ ア リ ン グ 部 材
５ １ 　 大 径 部
５ ２ 　 小 径 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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